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1. 活動概要 
 マニキュア塗布動作は, 繊細さと絶妙な⼒加減が求められる動作であり、運動制御
の差異はできばえに直結する。本研究では、洗練したマニキュア塗布を実現するため
の運動制御戦略を明らかにすることを⽬的に、ネイリスト群・マニキュア経験者群・
未経験者群を対象とし、⽣理学的及び運動学的指標を⽤いてマニキュア塗布動作を定
量的に評価することを⽬指した。学部の卒業研究では、ネイリスト群のデータが 1 名
のみであり、3 群間の⽐較をするにはデータ数が不⼗分であったため、ネイリストの
実験参加者を増やし、データ解析を進めてきた。その結果、ネイリスト群・経験者
群・未経験者群で塗布動作中の筋活動や上肢の運動⽅向に⼤きな違いがみられ、それ
がスキルの差につながっていることが⽰唆された。これらの結果から、⽇常⽣活動作
におけるヒトの学習過程を明らかにするための⼿がかりをつかむことができたととも
に, マニキュア塗布動作スキルの向上法の提案にむけた第⼀歩にもつながり, 誰もが効
率よく⾼いスキルを獲得できるようになることが期待できるだろう。 
 
 
2. 研究背景・⽬的 
 化粧は、単に外観的評価を⾼めたり、⽪膚に健やかさをもたらしたりするだけでは
ない[1]。化粧をすることにより、気分の⾼揚やリラクゼーション, 安⼼感などの⼼理的
変化、積極性が向上する主観的⼼理効果がみられるとされている[2][3]. また、化粧の⽣
理的効果としては、ストレスの緩和に対してストレス時に副腎⽪質から分泌されるホ
ルモンのひとつであるコルチゾールを⽤いて確認され、リラックスする環境下で増加
がみられる DHEA/コルチゾール⽐が増加したことから、ストレスが軽減したと結論
づけられている。さらに、化粧によって⽣体防御機能である抗酸化能を増加させる可
能性があることも⽰唆された[4]。これらの先⾏研究から、化粧を施すことによるプラ
スの⼼理・⽣理的変化をより多く得るためには、その過程である化粧の動作スキルを
修練し、⾃⾝の理想の出来栄えに近づける必要があるのではないかと考えた。そのた
め本研究では、単純な化粧動作であるマニキュア塗布動作に着⽬し、経験によるマニ
キュア塗布動作の差異を⽣理学的及び運動学的指標を⽤いて定量的に評価すること
で、洗練したマニキュア塗布を実現するための運動制御戦略を解明することを⽬的と
した。 
 
 
3. 研究⽅法 
 本実験には、ネイリスト群5名（JENCネイリスト技能検定2級以上を取得）, マニキ
ュア経験者群及び未経験者群各13名が参加した。参加者は、利き⼿でマニキュアを持ち、
⾮利き⼿の⺟指にメトロノーム⾳に合わせながら⼀定のリズムで塗布するという課題
を実⾏した。⽖の⽢⽪部分から⽖先までの塗布を１コーティングとし、⽖の中⼼部分か



ら順に右, 左, 右, 左と⽖全体を5コーティングで塗布するよう指⽰した。これを1試⾏
とし、計5試⾏実施した。計測には、ワイヤレス筋電図センサーを⽤い、塗布動作にお
いて筋負担が⾼いと予想される利き⼿側の計7つの筋（短⺟指屈筋・第⼀背側⾻間筋・
総指伸筋・浅指屈筋・上腕⼆頭筋・上腕三頭筋・三⾓筋中部）に貼付し、表⾯筋電図を
導出した。また、運動学データの取得にはワイヤレス慣性センサーを⽤い、⼿/肘/肩関
節における3軸⽅向の⾓度情報を算出した。加えて、指にかかる接触⼒の変化を観察す
るため、ウェアラブル触動作センサーHapLogを、マニキュアを把持している⽰指に装
着した[5]。 
 
 
4. 研究結果概要 
 実験によって得られた筋電図データは、短時間かつ低負荷な動作解析に適した振幅
確率密度関数解析法などをおこなったのち、運動学データと対応づけることで、3 群
間のスキルの差異を定量的に評価した。結果として、まず未経験者群は、⼿関節の回
内動作を利⽤して、外に向かってはらうように塗布していた。このはらう動作によっ
て、はけが⽖に対して弧を描くようにあたり、結果的にムラにつながったと考えられ
る。次に、経験者群は、動的な肘関節運動を⽣成するため、上腕三頭筋で有意に⼤き
な筋活動がみられ、はけを横⽅向に動かしていたことが明らかになった。⼀⽅、ネイ
リスト群は、前腕の活動量が経験者及び未経験者群よりも有意に⼤きく、⼿関節の回
旋を利⽤して塗布していた。今回明らかになったマニキュア経験者と未経験者の動作
の差異は、これまでの経験に基づき、よりはけをコントロールしやすくするための無
意識的な戦略による差であったと考えられる。それに対し、ネイリストは、顕在的な
学びを⽣かし、より繊細なコントロールの効く⼿指の筋に多くの作業を委ねるという
意識的な運動戦略がみられ、経験者と未経験者の延⻑線上にネイリストがいるのでは
なく、そこには明確な違いがあることが明らかになった。 
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